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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガス
を迅速に冷却し、電気絶縁性能を向上させたガス遮断器
を提供する。
【解決手段】第１の固定接触子部２と第２の固定接触子
部４の電流を導通、遮断する可動接触子部３を有し、第
１の固定接触子部２に設けられた固定アーク接触子２１
および可動接触子部３に設けられた可動アーク接触子３
１との間に、電流遮断時に発生するアークは、消弧性ガ
スが吹き付けられることにより消弧されるガス遮断器で
あって、第１の固定接触子部２は、アークに吹き付けら
れた消弧性ガスを排気する通気筒２４と、通気筒２４の
外周部分に設けられた、消弧性ガスを溜める昇圧室２７
と、を有し、昇圧室２７は、昇圧室２７の内径部分に隔
壁２６と、隔壁２６に設けられた連通孔２８を有し、連
通孔２８は、通気筒２４の長さの２分の１より第２の固
定接触子部４の方向に設けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消弧性ガスが封入された密閉容器と、
　前記密閉容器に固定された第１の固定接触子部と、
　前記密閉容器に固定された第２の固定接触子部と、
　前記第１の固定接触子部と前記第２の固定接触子部との間を移動することにより、前記
第１の固定接触子部と前記第２の固定接触子部の電流を導通、遮断する可動接触子部を有
し、
　前記第１の固定接触子部に設けられた固定アーク接触子および前記可動接触子部に設け
られた可動アーク接触子との間に、電流遮断時に発生するアークは、前記消弧性ガスが吹
き付けられることにより消弧されるガス遮断器であって、
　第１の固定接触子部は、アークに吹き付けられた前記消弧性ガスを排気する通気筒と、
　前記通気筒の外周部分に設けられた、消弧性ガスを溜める昇圧室と、を有し、
　前記昇圧室は、前記昇圧室の内径部分に隔壁と、前記隔壁に設けられた連通孔を有し、
　前記連通孔は、前記通気筒の長さの２分の１より前記第２の固定接触子部方向に設けら
れたガス遮断器。
【請求項２】
　前記連通孔は、前記隔壁に設けられた複数の孔により構成された、
　　請求項１に記載のガス遮断器。
【請求項３】
　複数の孔により構成された前記連通孔は、前記隔壁に互い違いに設けられた、
　　請求項２に記載のガス遮断器。
【請求項４】
　前記昇圧室は、前記昇圧室の外径部分に、前記通気筒の外周方向に消弧性ガスを噴出す
る噴出孔を有する、
　　請求項１乃至３のいずれか１項に記載のガス遮断器。
【請求項５】
　前記噴出孔の開口面積の総和は、前記連通孔の開口面積の総和以下である、
　　請求項４に記載のガス遮断器。
【請求項６】
　前記通気筒の、前記消弧性ガスのガス流の下流側の開口端には、前記消弧性ガスのガス
流を前記第２の固定接触子部の方向へ前記通気筒の外周に沿い流す排気管が配置された、
　　請求項１乃至５のいずれか１項に記載のガス遮断器。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本実施形態は、電力系統において電流遮断を行うガス遮断器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電力系統の電力供給線に流れる電流を遮断するためにガス遮断器が使用されている。ガ
ス遮断器は、系統事故時において事故の生じた系統を切り離す際に流れる電流を遮断する
ために電力供給線に配置される。
【０００３】
　上記のようなガス遮断器として、パッファ形ガス遮断器が普及している。パッファ形ガ
ス遮断器は、消弧性ガスが充填された密閉容器内に、対向して配置された一対の電極を有
する。これらの一対の電極が、ガス遮断器の外部に配置された駆動装置により駆動されて
開閉する。
【０００４】
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　ガス遮断器が開状態とされる時には、この一対の電極が、ガス遮断器の外部に配置され
た駆動装置により駆動され、機械的に切り離される。しかしながら、交流の電力系統に設
置されるガス遮断器は、一対の電極が機械的に切り離された後も、次の交流電流の電流零
点まではアーク電流が流れ続ける。パッファ形ガス遮断器は、密閉容器内の消弧性ガスを
循環させて、アークに吹き付け消弧することにより、このアーク電流を遮断する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１７－０１６７９７公報
【特許文献２】特開２０１４－０８９８９９公報
【特許文献３】特開２０００－２２２９８７公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前記のようなガス遮断器は、消弧性ガスをアークに吹き付け消弧することにより、アー
ク電流を遮断する。このため、アークに吹き付けられた消弧性ガスは高温になる。この高
温の消弧性ガスは、ガス遮断器の構成部品を溶損し、機能劣化を招く恐れがある。ガス遮
断器の構成部品の劣化は、電力系統の地絡事故の発生時等に、電流の遮断が迅速に行われ
ない等の不都合を招く。従って、高温になった消弧性ガスを迅速に冷却することが望まし
い。
【０００７】
　また、消弧性ガスの一つとして、アーク消弧性能において優れるＳＦ６ガスが用いられ
る。しかしながら、ＳＦ６ガスは、地球温暖化ガスであり、その使用量の削減が求められ
ている。従ってガス遮断器の容積を小さくし、消弧性ガスであるＳＦ６ガスの容量を減ら
すことが望ましい。
【０００８】
　しかしながら、ガス遮断器の容積を小さくした場合、ガス遮断器の内部に配置された電
極である接触子と、ガス遮断器の密閉容器が近接することになるため、大電流を遮断する
時の電気絶縁性能が低下する恐れがある。この電気絶縁性能を低下させないためには、ア
ークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスを迅速に冷却することが望ましい。
【０００９】
　本実施形態は、アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスを迅速に冷却し、電気絶
縁性能を確保したガス遮断器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本実施形態のガス遮断器は次のような構成を有することを特徴とする。
（１）消弧性ガスが封入された密閉容器。
（２）前記密閉容器に固定された第１の固定接触子部。
（３）前記密閉容器に固定された第２の固定接触子部。
（４）前記第１の固定接触子部と第２の固定接触子部との間を移動することにより、前記
第１の固定接触子部と第２の固定接触子部の電流を導通、遮断する可動接触子部。
（５）前記第１の固定接触子部に設けられた固定アーク接触子および前記可動接触子部に
設けられた可動アーク接触子との間に、電流遮断時に発生するアークは、前記消弧性ガス
が吹き付けられることにより消弧される。
【００１１】
　また、第１の固定接触子部は、次のような特徴を有する。
（２－１）アークに吹き付けられた前記消弧性ガスを排気する通気筒。
（２－２）前記通気筒の外周部分に設けられた、消弧性ガスを溜める昇圧室。
（２－３）前記昇圧室は、前記昇圧室の内径部分に隔壁と、前記隔壁に設けられた連通孔
を有し、前記連通孔は、前記通気筒の長さの２分の１より前記第２の固定接触子部方向に
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設けられる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１実施形態にかかるガス遮断器の構成を示す図
【図２】第１実施形態にかかる通気筒内の圧力勾配を示す図
【図３】第１実施形態の変形例にかかる連通孔を有するガス遮断器の構成を示す図
【図４】他の実施形態にかかる噴出孔を有するガス遮断器の構成を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
［第１実施形態］
［１－１．概略構成］
　以下では、図１を参照しつつ、本実施形態のガス遮断器１の全体構成を説明する。本実
施形態のガス遮断器１の全体構成の断面図を図１に示す。図１は、ガス遮断器１が開路状
態である時の内部構造を示している。
【００１４】
　ガス遮断器１は、第１の固定接触子部２（以降、「固定接触子部２」と総称する）、可
動接触子部３、第２の固定接触子部４（以降、「固定接触子部４」と総称する）、密閉容
器８を有する。密閉容器８を介し、電力供給線７ａが固定接触子部２に、電力供給線７ｂ
が固定接触子部４に接続される。電力供給線７ａ、７ｂは、電力系統に接続される。ガス
遮断器１は、変電所等の電力供給設備に設置される。
【００１５】
　固定接触子部２、固定接触子部４は、導体金属により構成された円筒状の部材である。
可動接触子部３は、固定接触子部２、固定接触子部４の内径と密着し摺動可能に配置され
た、導体金属により構成された円筒状の部材である。固定接触子部２、固定接触子部４は
、密閉容器８内に離間して配置される。
【００１６】
　可動接触子部３が、ガス遮断器１の外部に配置された駆動装置９により駆動され、固定
接触子部２と固定接触子部４との間を移動することにより、固定接触子部２と固定接触子
部４が電気的に遮断または導通とされる。これにより電力供給線７ａ、７ｂ間が、電気的
に遮断または導通となる。
【００１７】
　ガス遮断器１が開路状態となるときに固定接触子部２と可動接触子部３との間にアーク
が発生する。このアークは、密閉容器８内に充填された消弧性ガスが循環され、消弧され
る。
【００１８】
　密閉容器８は、金属や碍子等からなる円筒状の密閉容器であり、内部に消弧性ガスが充
填される。消弧性ガスとして、消弧性能及び絶縁性能に優れた六フッ化硫黄ガス（ＳＦ６
ガス）が使用される。密閉容器８は、金属材料により構成された場合、接地電位に接続さ
れる。
【００１９】
　固定接触子部２は、密閉容器８と同心円を描く円筒状の部材である。固定接触子部２は
、固定アーク接触子２１、固定通電接触子２２、排気管２５、隔壁２６を有する。また、
隔壁２６は、固定接触子部２内部を仕切り、昇圧室２７を構成する。これらの部材の詳細
については後述する。密閉容器８を介し、電力供給線７ａが固定接触子部２に接続される
。
【００２０】
　固定接触子部２は、密閉容器８に固定され配置される。固定接触子部２は、ガス遮断器
１の閉路状態時に、可動接触子部３を介し固定接触子部４と電気的に接続され、電力供給
線７ａ、７ｂ間の電流を導通する。一方、固定接触子部２は、ガス遮断器１の開路状態時
に、可動接触子部３と電気的に非接続とされ、電力供給線７ａ、７ｂ間の電流を遮断する
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。
【００２１】
　固定接触子部４は、密閉容器８と同心円を描く円筒状の部材である。固定接触子部４は
、通電接触子４１、ピストン４２を有する。これらの部材の詳細については後述する。密
閉容器８を介し、電力供給線７ｂが固定接触子部４に接続される。固定接触子部４は、密
閉容器８に固定され配置される。
【００２２】
　固定接触子部４は、ガス遮断器１の閉路状態時に、可動接触子部３を介し固定接触子部
２と電気的に接続され、電力供給線７ａ、７ｂ間の電流を導通する。一方、ガス遮断器１
の開路状態時に、固定接触子部２と可動接触子部３が電気的に非接続となるため、固定接
触子部４は、電力供給線７ａ、７ｂ間の電流を導通しない。
【００２３】
　可動接触子部３は、密閉容器８と同心円を描く円筒状の部材である。可動接触子部３は
、可動アーク接触子３１、可動通電接触子３２、絶縁ノズル３３、シリンダ３４を有する
。これらの部材の詳細については後述する。可動接触子部３の一方の端部は、固定接触子
部２の内径に接する外径を有する円筒状となっている。可動接触子部３の他方の端部は、
固定接触子部４の内径に接する外径を有する円筒状となっている。可動接触子部３は、固
定接触子部２および固定接触子部４との間を往復移動可能なように配置される。
【００２４】
　可動接触子部３は、ガス遮断器１の外部に配置された駆動装置９に機械的に接続される
。ガス遮断器１の開閉時に、駆動装置９により可動接触子部３が駆動され、電力供給線７
ａ、７ｂに流れる電流が遮断、導通される。可動接触子部３は、ガス遮断器１の閉路状態
時に、固定接触子部２と固定接触子部４を電気的に接続し、電力供給線７ａ、７ｂ間の電
流を導通する。一方、可動接触子部３は、ガス遮断器１の開路状態時に、固定接触子部２
と電気的に非接続となり、電力供給線７ａ、７ｂ間の電流を遮断する。
【００２５】
　また、可動接触子部３は、ガス遮断器１の開路状態時に、ピストン４２と可動接触子部
３に連動したシリンダ３４にて構成される蓄圧室３６内の消弧性ガスを昇圧する。ガス遮
断器１の開路状態時に、可動接触子部３は、蓄圧室３６内に蓄積された消弧性ガスを絶縁
ノズル３３から噴出し、固定接触子部２と可動接触子部３との間に発生したアークを消弧
し、アーク電流を遮断する。
【００２６】
　固定接触子部２、可動接触子部３、固定接触子部４、密閉容器８は、同心円を描く円筒
状の部材であり共通の中心軸を有し、同一軸上に配置される。なお、以下では、各部材の
位置関係及び方向を説明するにあたり、固定接触子部２側の方向を開放端方向と、その反
対側の固定接触子部４側の方向を駆動装置方向と呼ぶ場合がある。
【００２７】
［１－２．詳細構成］
（固定接触子部２）
　固定接触子部２は、固定アーク接触子２１、固定通電接触子２２を有する。
【００２８】
（固定通電接触子２２）
　固定通電接触子２２は、固定接触子部２の駆動装置方向の外周部端面に配置されたリン
グ状の電極である。固定通電接触子２２は、削り出し等により、内径側に膨出したリング
状に形成された金属導体により構成される。
【００２９】
　固定通電接触子２２は、可動接触子部３の可動通電接触子３２の外径と摺動可能な、一
定のクリアランスを持つ内径を有する。固定通電接触子２２は、円筒状の導体金属により
構成された通気筒２４の駆動装置方向の端部に配置される。通気筒２４には、密閉容器８
を介し、電力供給線７ａが接続される。通気筒２４は密閉容器８に絶縁部材により固定さ
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れる。
【００３０】
　ガス遮断器１の閉路状態時に、固定通電接触子２２には、可動接触子部３の可動通電接
触子３２が挿入される。これにより固定通電接触子２２は、可動通電接触子３２と接触し
、固定接触子部２と可動接触子部３を電気的に導通させる。
【００３１】
　一方、ガス遮断器１の開路状態時に、固定通電接触子２２は、可動接触子部３の可動通
電接触子３２と離間し、固定接触子部２と可動接触子部３を電気的に遮断する。
【００３２】
（固定アーク接触子２１）
　固定アーク接触子２１は、固定接触子部２の円筒の中心軸に沿い、固定接触子部２の駆
動装置方向の端部に配置された棒状の電極である。固定アーク接触子２１は、削り出し等
により形成された、駆動装置方向側に半球状の端部を有する中実の円柱状金属導体により
構成される。
【００３３】
　固定アーク接触子２１は、可動接触子部３の可動アーク接触子３１の内径と摺動可能な
、一定のクリアランスを持つ外径を有する。固定アーク接触子２１は、固定接触子部２の
外周を構成する通気筒２４の内壁面に設けられた、固定支え（図中不示）により通気筒２
４に固定される。
【００３４】
　ガス遮断器１の閉路状態時に、固定アーク接触子２１は、可動接触子部３の可動アーク
接触子３１に挿入される。これにより固定アーク接触子２１は、可動接触子部３の可動ア
ーク接触子３１と接触し、固定接触子部２と可動接触子部３を電気的に導通させる。
【００３５】
　一方、ガス遮断器１の開路状態時に、固定アーク接触子２１は、可動接触子部３の可動
アーク接触子３１と離間し、固定接触子部２と可動接触子部３との間に発生するアークを
負担する。固定通電接触子２２と可動接触子部３の可動通電接触子３２の間には、アーク
が発生しない。
【００３６】
　固定アーク接触子２１および可動アーク接触子３１は、固定通電接触子２２と可動通電
接触子３２の間のアークの発生を避け、固定アーク接触子２１と可動アーク接触子３１の
間にアークを集中させるために設けられている。これにより固定通電接触子２２と可動通
電接触子３２のアークによる劣化が軽減される。
【００３７】
　なお、固定アーク接触子２１と可動アーク接触子３１の間のアークは、ピストン４２と
可動接触子部３のシリンダ３４により構成される蓄圧室３６に蓄積された消弧性ガスが、
絶縁ノズル３３を介し噴出されることにより、消弧される。
【００３８】
（通気筒２４）
　通気筒２４は、削り出された導体金属により構成された円筒状の部材である。通気筒２
４は、円筒の軸を固定通電接触子２２の軸と揃え、固定通電接触子２２の開放端方向の端
部に配置される。通気筒２４は、固定通電接触子２２と一体に成形されていてもよい。
【００３９】
　通気筒２４の径は、固定通電接触子２２の外径と略同等である。通気筒２４には、密閉
容器８を介し、電力供給線７ａが接続される。
【００４０】
　通気筒２４は、固定アーク接触子２１、固定通電接触子２２、排気管２５を支持する。
また、通気筒２４は、通気筒２４の外周部分に、隔壁２６および隔壁２６を介して設けら
れた昇圧室２７を有する。通気筒２４の内部は、消弧性ガスの流路となっており、アーク
に吹き付けられ高温になった消弧性ガスを、固定アーク接触子２１および可動アーク接触
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子３１の間のアーク空間から排気管２５へ導く。
【００４１】
（排気管２５）
　排気管２５は、金属等により構成された、一端に有底部を他端に開口部を有する筒形状
の部材である。排気管２５の開口部の径は、通気筒２４の開放端方向の端部の径より大き
い。排気管２５は、有底部が開放端方向に、開口部が駆動装置方向となるように、サポー
ト(図中不示）等により固定接触子部２に固定される。排気管２５は、排気管２５の開口
部が通気筒２４の開放端方向の端部を覆うように配置される。
【００４２】
　排気管２５の開口部と通気筒２４の開放端方向の端部の間には、消弧性ガスが排気され
る流路が形成される。排気される消弧性ガスは、排気管２５により流れを駆動装置方向に
変えられ、通気筒２４に沿って密閉容器８内へ、排気される。
【００４３】
（昇圧室２７）
　昇圧室２７は、通気筒２４の外周部分に突出して設けられた、消弧性ガスを溜める気室
である。昇圧室２７は、通気筒２４の駆動装置方向側の端部の外周部分にドーナツ状に設
けられた空間を形成し消弧性ガスを溜める。昇圧室２７の外周には、通気筒２４を構成す
る金属により外壁２７ａが形成される。外壁２７ａは、開放端方向に向けて外径が小さく
なるテーパ部分を有する。
【００４４】
　昇圧室２７の内径部分に隔壁２６を有する。昇圧室２７は、隔壁２６により通気筒２４
と分離される。隔壁２６は、連通孔２８を有する。連通孔２８は、昇圧室２７と通気筒２
４とを連通する。消弧性ガスは、連通孔２８を介し、昇圧室２７と通気筒２４との間を入
出する。昇圧室２７には、常温の消弧性ガスが蓄えられる。
【００４５】
（隔壁２６）
　隔壁２６は、昇圧室２７の内径部分に設けられた円筒状の部材である。隔壁２６は、昇
圧室２７と同質の金属により構成され、削り出し等により形成される。隔壁２６の内周が
、通気筒２４の内周と同一面となるように、隔壁２６は、通気筒２４の駆動装置方向の端
部に配置される。隔壁２６は、通気筒２４と一体に成形されていてもよい。
【００４６】
　隔壁２６は、通気筒２４の外周部分に突出して設けられた昇圧室２７と、通気筒２４を
分離する。隔壁２６は、昇圧室２７と、通気筒２４を導通させる連通孔２８を有する。
【００４７】
（連通孔２８）
　連通孔２８は、通気筒２４を周回するように隔壁２６に設けられた孔である。連通孔２
８を介し、アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスが昇圧室２７に流れ込み、昇圧
室２７内の常温、常圧であった消弧性ガスを昇圧する。また、連通孔２８を介し、昇圧さ
れた昇圧室２７内の消弧性ガスが、通気筒２４の内部に噴き出す。
【００４８】
　また、円筒をなす通気筒２４の駆動装置方向の端部から開放端方向の端部までの長さを
Ｌ、通気筒２４の駆動装置方向の端部から連通孔２８までの距離をＤとした場合、連通孔
２８は、Ｄ＜Ｌ／２となる箇所に配置されることが望ましい。つまり、連通孔２８は、通
気筒２４の長さの２分の１より第２の固定接触子部４の方向に設けられることが望ましい
。
【００４９】
　通気筒２４の内部は、消弧性ガスの流路となっており、隔壁２６の内側も消弧性ガスの
流路となる。アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスは、隔壁２６の内側を流路と
して駆動装置方向から開放端方向に流れる。つまり、連通孔２８は、通気筒２４における
消弧性ガスの上流方向寄りに配置される。
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【００５０】
　ガス遮断器１が開路状態となる時に、蓄圧室３６内の消弧性ガスは昇圧され、固定アー
ク接触子２１と可動アーク接触子３１との間のアーク空間に吹き付けられる。アークに吹
き付けられ高温になった消弧性ガスは、隔壁２６および通気筒２４の内部を流路として、
駆動装置方向から開放端方向に流れる。
【００５１】
　この隔壁２６および通気筒２４の内部を流れる高温になった消弧性ガスは、高圧である
。したがって、この高温、高圧の消弧性ガスの一部は連通孔２８を介し、常温、常圧の消
弧性ガスが蓄えられている昇圧室２７に流れ込み、昇圧室２７内の常温、常圧であった消
弧性ガスを昇圧する。
【００５２】
　アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスは、隔壁２６および通気筒２４の内部を
流路として、駆動装置方向から開放端方向に流れるが、一定の時間経過後に、通気筒２４
の内部の消弧性ガスは、常圧に近くなる。すると、通気筒２４の内部の圧力が、昇圧室２
７内の圧力より低くなり、昇圧された昇圧室２７内の消弧性ガスが、連通孔２８を介し通
気筒２４の内部に噴き出す。
【００５３】
　昇圧室２７内の消弧性ガスは、アークに吹き付けられ高温、高圧になった消弧性ガスに
より昇圧されるが、昇圧室２７内に一定の体積を有する常温の消弧性ガスが蓄積されてい
たため、高温にならない。昇圧され、昇圧室２７から連通孔２８を介し通気筒２４の内部
に噴き出した消弧性ガスは、十分低温であり、通気筒２４を介し、ガス遮断器１の内部を
冷却する。
【００５４】
　また、昇圧室２７から連通孔２８を介し通気筒２４の内部に噴き出した消弧性ガスは、
アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスのガス流に混合される。昇圧室２７に蓄え
られた消弧性ガスは常温であるため、アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスを冷
却する。
【００５５】
（固定接触子部４）
　固定接触子部４は、通電接触子４１、ピストン４２を有する。
【００５６】
（通電接触子４１）
　通電接触子４１は、固定接触子部４の開放端方向の外周部端面に配置されたリング状の
電極である。通電接触子４１は、削り出し等により、内径側に膨出したリング状に形成さ
れた金属導体により構成される。
【００５７】
　固定通電接触子４１は、可動接触子部３のシリンダ３４の外径と摺動可能な、一定のク
リアランスを持つ内径を有する。固定通電接触子４１は、円筒状の導体金属により構成さ
れたサポート４３の開放端方向の端部に配置される。サポート４３には、密閉容器８を介
し、電力供給線７ｂが接続される。サポート４３は密閉容器８に絶縁部材により固定され
る。
【００５８】
　ガス遮断器１の閉路状態時および開路状態時に、通電接触子４１には、可動接触子部３
のシリンダ３４が挿入される。これにより通電接触子４１は、シリンダ３４と接触し、固
定接触子部４と可動接触子部３を電気的に導通させる。通電接触子４１内を、可動接触子
部３のシリンダ３４が摺動する。可動接触子部３のシリンダ３４は導体金属により構成さ
れているため、ガス遮断器１の閉路状態、開路状態にかかわらず、固定接触子部４と可動
接触子部３の電気的な導通が確保される。
【００５９】
（ピストン４２）
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　ピストン４２は、固定接触子部４の開放端方向の端面に配置されたドーナツ形状の板で
ある。ピストン４２は、削り出し等により、ドーナツ形状に形成された金属導体により構
成される。
【００６０】
　ピストン４２は、可動接触子部３のシリンダ３４の外径と摺動可能な外径を有する。ピ
ストン４２は、可動接触子部３のシリンダ３４の内壁を構成する操作ロッド３５の外径と
摺動可能なドーナツ状の穴径を有する。
【００６１】
　ピストン４２は、固定接触子部４の外周を構成するサポート４３の内壁面に設けられた
、ピストン支え４２ａによりサポート４３に固定される。
【００６２】
　ピストン４２は、可動接触子部３のシリンダ３４とともに、消弧性ガスを蓄積するため
の蓄圧室３６を形成する。ピストン４２は、ガス遮断器１が開路状態となる時に、可動接
触子部３のシリンダ３４とともに蓄圧室３６内の消弧性ガスを圧縮する。ピストン４２は
、蓄圧室３６の気密を確保する。これにより蓄圧室３６内の消弧性ガスは、昇圧される。
【００６３】
　固定通電接触子２２と可動通電接触子３２の間のアークは、昇圧された蓄圧室３６内の
消弧性ガスが、絶縁ノズル３３を介し噴出されることにより、消弧される。
【００６４】
（サポート４３）
　サポート４３は、一端面が有底の円筒形状の導体であり、有底の端面が駆動装置方向に
配置される。サポート４３は、開放端方向から可動接触子部３のシリンダ３４が挿入され
る。
【００６５】
（可動接触子部３）
　可動接触子部３は、可動アーク接触子３１、可動通電接触子３２、絶縁ノズル３３、シ
リンダ３４を有する。
【００６６】
（可動通電接触子３２）
　可動通電接触子３２は、可動接触子部３の開放端方向の外周部端面に配置されたリング
状の電極である。可動通電接触子３２は、削り出し等によりリング状に形成された金属導
体により構成される。
【００６７】
　可動通電接触子３２は、固定接触子部２の固定通電接触子２２の内径と摺動可能な、一
定のクリアランスを持つ外径を有する。可動通電接触子３２は、円筒状の導体金属により
構成され、シリンダ３４の開放端方向の端部に配置される。
【００６８】
　ガス遮断器１の閉路状態時に、可動通電接触子３２は、固定接触子部２の固定通電接触
子２２に挿入される。これにより可動通電接触子３２は、固定通電接触子２２と接触し、
可動接触子部３と固定接触子部２を電気的に導通させる。
【００６９】
　一方、ガス遮断器１の開路状態時に、可動通電接触子３２は、固定接触子部２の固定通
電接触子２２と離間し、可動接触子部３と固定接触子部２を電気的に遮断する。
【００７０】
　可動通電接触子３２は、導体により構成されたシリンダ３４と一体に形成されている。
ガス遮断器１の閉路状態時および開路状態時に、シリンダ３４が固定接触子部４の通電接
触子４１に挿入されて接触し、可動接触子部３と固定接触子部４を電気的に導通させる。
シリンダ３４が、固定接触子部４の通電接触子４１内を、摺動するため、ガス遮断器１の
閉路状態、開路状態にかかわらず、可動接触子部３と固定接触子部４の電気的な導通が確
保される。
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【００７１】
（可動アーク接触子３１）
　可動アーク接触子３１は、可動接触子部３の円筒の中心軸に沿い、可動接触子部３の開
放端方向の端部に配置された円筒状の電極である。可動アーク接触子３１は、削り出し等
により、一端が丸みを帯びた中空の円筒状に形成された金属導体により構成される。
【００７２】
　可動アーク接触子３１は、固定接触子部２の固定アーク接触子２１の外径と摺動可能な
、一定のクリアランスを持つ内径を有する。可動アーク接触子３１は、可動接触子部３の
シリンダ３４の内周に接続される。可動アーク接触子３１は、シリンダ３４および絶縁ロ
ッド３７を介し駆動装置９に駆動され、固定接触子部２と固定接触子部４の間を往復移動
する。
【００７３】
　ガス遮断器１の閉路状態時に、可動アーク接触子３１に固定接触子部２の固定アーク接
触子２１が挿入される。これにより可動アーク接触子３１は、固定接触子部２の固定アー
ク接触子２１と接触し、可動接触子部３と固定接触子部２を電気的に導通させる。
【００７４】
　一方、ガス遮断器１が開路状態となる時に、可動アーク接触子３１は、固定接触子部２
の固定アーク接触子２１と離間する。これにより可動アーク接触子３１は、可動接触子部
３と固定接触子部２との間に発生するアークを負担する。可動通電接触子３２と固定接触
子部２の固定通電接触子２２の間には、アークが発生しない。
【００７５】
　ガス遮断器１の開路状態時に発生するアークは、可動アーク接触子３１および固定アー
ク接触子２１間に集中する。可動通電接触子３２と固定通電接触子２２の間のアークの発
生が避けられ、可動通電接触子３２と固定通電接触子２２の劣化が軽減される。なお、可
動アーク接触子３１と固定アーク接触子２１の間のアークは、ピストン４２と可動接触子
部３のシリンダ３４により形成された蓄圧室３６の消弧性ガスにより、消弧される。
【００７６】
　可動アーク接触子３１の内部空間は、一端の開口がアークの発生する可動アーク接触子
３１および固定アーク接触子２１との間の空間（以降、「アーク空間」と総称する）に連
通している。可動アーク接触子３１の内部空間は、アーク消弧時の消弧性ガスの排気流路
の一つとなる。
【００７７】
　可動アーク接触子３１に固定支持された操作ロッド３５を介し、駆動装置９より駆動さ
れることにより、アーク接触子３１は移動する。操作ロッド３５は、開放端方向の一端が
開口し、駆動装置方向の他端が有底であり、内部が中空である円筒形状を有する。操作ロ
ッド３５は、可動アーク接触子３１と同径の円筒上に配置される。
【００７８】
（シリンダ３４）
　シリンダ３４は、金属導体により構成された、一端に有底部を他端に開口部を有する筒
形状の部材である。シリンダ３４は、円筒状の内壁を構成する操作ロッド３５を有する。
操作ロッド３５は、シリンダ３４と同心円を描くように配置された円筒状の部材である。
【００７９】
　シリンダ３４は、有底部が操作ロッド３５の開放端方向の端面と同一面になるように、
操作ロッド３５に連結され、操作ロッド３５と共に移動する。シリンダ３４は、操作ロッ
ド３５の外径よりも内径が大きく、操作ロッド３５と共通の中心軸を有する。有底部は、
円盤状であり、操作ロッド３５の先端外周縁からフランジ状に拡がり、側周壁は、駆動装
置方向に延びる。固定接触子部４のサポート４３の駆動装置方向端面は開口しており、操
作ロッド３５はこの開口に挿通されて、サポート４３内部を貫通している。
【００８０】
　シリンダ３４は、固定通電接触子４１の内径と摺動可能な、一定のクリアランスを持つ
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外径を有する。
【００８１】
　シリンダ３４は、固定接触子部４のピストン４２の外径と摺動可能な内径を有する。さ
らに、シリンダ３４の、内壁を構成する操作ロッド３５は、ピストン４２のドーナツ状の
穴径と摺動可能な、外径を有する。
【００８２】
　シリンダ３４は、有底部が開放端方向に、開口部が駆動装置方向になるように固定接触
子部２と固定接触子部４の間に配置される。シリンダ３４は、固定接触子部４の通電接触
子４１と摺動可能なように配置される。
【００８３】
　さらにシリンダ３４は、ピストン４２が挿入され、シリンダ３４とピストン４２により
、消弧性ガスを蓄積するための蓄圧室３６が形成される。シリンダ３４とピストン４２は
、ガス遮断器１が開路状態となる時に、蓄圧室３６内の消弧性ガスを圧縮する。シリンダ
３４とピストン４２は、蓄圧室３６の気密を確保する。これにより蓄圧室３６内の消弧性
ガスは、昇圧される。
【００８４】
　シリンダ３４の開放端方向の面には貫通孔３４ａが設けられている。蓄圧室３６で昇圧
された消弧性ガスは、絶縁ノズル３３を介しアーク空間へ誘導される。
【００８５】
　シリンダ３４は、操作ロッド３５に接続された絶縁ロッド３７を介し駆動装置９により
駆動され、往復移動する。駆動装置９による往復移動は、ガス遮断器１を閉路状態にする
時および開路状態にする時に行われる。
【００８６】
　ガス遮断器１の閉路状態時および開路状態時に、シリンダ３４は、固定接触子部４の通
電接触子４１に挿入される。これによりシリンダ３４は、通電接触子４１と接触し、可動
接触子部３と固定接触子部４を電気的に導通させる。シリンダ３４は、通電接触子４１内
を摺動する。シリンダ３４は導体金属により構成されているため、ガス遮断器１の閉路状
態、開路状態にかかわらず、可動接触子部３と固定接触子部４の電気的な導通が確保され
る。
【００８７】
　ガス遮断器１が開路状態となる時に、シリンダ３４は、操作ロッド３５および絶縁ロッ
ド３７を介し駆動され、駆動装置方向に移動する。これによりシリンダ３４は、ピストン
４２と協調して蓄圧室３６内の消弧性ガスを圧縮する。その結果、蓄圧室３６内の消弧性
ガスは、昇圧される。
【００８８】
　なお、操作ロッド３５の周壁には、操作ロッド３５の中空部分とサポート４３の内部空
間とを連通する連通穴が設けられ、また、サポート４３の側壁にはサポート４３内部の空
間と外部の空間とを連通する排気穴が設けられている。そのため、操作ロッド３５の中空
部分、サポート４３の内部空間、密閉容器８内部が連通しており、アーク空間からのガス
の排気流路の一つとなる。
【００８９】
（絶縁ノズル３３）
　絶縁ノズル３３は、蓄圧室３６にて昇圧された消弧性ガスの噴出方向を誘導するスロー
ト部を有する円筒状の整流部材である。絶縁ノズル３３は、ポリテトラフルオロエチレン
などの耐熱性の絶縁物により構成される。
【００９０】
　絶縁ノズル３３は、シリンダ３４の開放端方向の端部に、絶縁ノズル３３の円筒を構成
する軸が、シリンダ３４の円筒軸の延長上に来るように配置される。
【００９１】
　絶縁ノズル３３は、可動アーク接触子３１を包囲するように、軸に沿い固定アーク接触
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子２１側へ延び、可動アーク接触子３１の先端を通過後、内径が固定アーク接触子２１の
外径よりも若干大きい程度まで窄み、最小内径部分となるスロート部に至ったところで開
放端方向に向けて直線的に拡がる形状となっている。
【００９２】
　絶縁ノズル３３により、消弧性ガスはアーク空間へ誘導される。また、絶縁ノズル３３
のスロート部により消弧性ガスは、アーク空間に集中されるとともに、消弧性ガスの流速
が高速化される。
【００９３】
　ガス遮断器１が開路状態となる時に、消弧性ガスは、シリンダ３４、ピストン４２によ
り形成される蓄圧室３６内で圧縮され昇圧される。蓄圧室３６で昇圧された消弧性ガスは
、シリンダ３４の貫通孔３４ａをとおり絶縁ノズル３３の内部を介しアーク空間へ誘導さ
れる。その結果、消弧性ガスが、可動アーク接触子３１および固定アーク接触子２１との
間に発生したアークに吹き付けられ、アークが消弧される。
【００９４】
　ガス遮断器１が開路状態となる時に、蓄圧室３６で昇圧された消弧性ガスは、シリンダ
３４の開放端方向の端部面に設けられた貫通孔３４ａ、絶縁ノズル３３内側で可動アーク
接触子３１の内周側の空間、アーク空間、絶縁ノズル３３の開放端方向の内部空間、通気
筒２４を順に通り、密閉容器８内に排気される。この連通した空間が消弧性ガスの排気流
路の一つとなる。
【００９５】
　アークの発弧により絶縁ノズル３３は極めて高温のアークに曝され続けるため、絶縁ノ
ズル３３の構成材料であるポリテトラフルオロエチレンなどの絶縁物が、溶融しガス化す
る。その結果、この絶縁物が溶融したガスが、絶縁ノズル３３内壁から蓄圧室３６に侵入
し、蓄圧室３６内での昇圧に作用する。
【００９６】
［１－２．作用］
　次に、本実施形態のガス遮断器の作用を、図１～２に基づき説明する。
【００９７】
［Ａ．ガス遮断器１が閉路状態の場合］
　最初に、本実施形態のガス遮断器１が閉路状態である場合について説明する。ガス遮断
器１は、閉路状態の場合、電力供給線７ａ、７ｂに流れる電流を導通する。
【００９８】
　ガス遮断器１が閉路状態である場合、固定接触子部２と固定接触子部４は、可動接触子
部３を介し電気的に接続され、電力供給線７ａ、７ｂ間の電流を導通する。具体的には、
固定接触子部２の固定通電接触子２２には、可動接触子部３の可動通電接触子３２が挿入
される。これにより固定通電接触子２２は、可動通電接触子３２と接触し、固定接触子部
２と可動接触子部３は電気的に導通状態とされる。
【００９９】
　また、固定接触子部２の固定アーク接触子２１は、可動接触子部３の可動アーク接触子
３１に挿入される。これにより固定アーク接触子２１は、可動アーク接触子３１と接触し
、固定接触子部２と可動接触子部３は電気的に導通状態とされる。
【０１００】
　さらに、固定接触子部４の通電接触子４１には、可動接触子部３のシリンダ３４が挿入
されている。これにより通電接触子４１は、シリンダ３４と接触し、固定接触子部４と可
動接触子部３は電気的に導通状態とされる。
【０１０１】
　また、可動接触子部３のシリンダ３４と可動通電接触子３２および可動アーク接触子３
１は電気的に接続されている。この結果、固定接触子部２と固定接触子部４は、可動接触
子部３を介し電気的に接続され、電力供給線７ａ、７ｂ間が電気的に導通状態となる。
【０１０２】
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　この状態において、可動アーク接触子３１および固定アーク接触子２１との間の空間に
、アークは発生していない。また、消弧性ガスは、密閉容器８内における各部で均一の圧
力となっている。従って、可動接触子部３のシリンダ３４および固定接触子部４のピスト
ン４２により形成される蓄圧室３６内の消弧性ガスも昇圧されていない。
【０１０３】
　ガス遮断器１が閉路状態である時、密閉容器８内の消弧性ガスの圧力は常圧であり、均
一である。従って、隔壁２６の外周に形成された昇圧室２７と、消弧性ガスの流路となる
隔壁２６の内側との圧力は、等しい。従って、通気筒２４および昇圧室２７内の消弧性ガ
スは、連通孔２８を介し入出しない。
【０１０４】
［Ｂ．ガス遮断器１が開路状態となる場合］
　次に、本実施形態のガス遮断器１が開路状態となる場合について説明する。ガス遮断器
１は、開路状態となり、電力供給線７ａ、７ｂに流れる電流を遮断する。
【０１０５】
　ガス遮断器１を開路状態とする遮断動作は、事故電流、進み小電流、リアクトル遮断等
の遅れ負荷電流、又は極めて小さな事故電流の遮断を要する場合など、ガス遮断器１を導
通状態から遮断状態に切り替える場合に行われる。
【０１０６】
　ガス遮断器１を閉路状態から開路状態とする場合、駆動装置９を駆動させる。駆動装置
９により、可動接触子部３が、軸に沿い固定接触子部４内を駆動装置方向に移動させられ
る。これにより、固定通電接触子２２に対して可動通電接触子３２が開離するとともに、
固定アーク接触子２１に対して可動アーク接触子３１が開離する。
【０１０７】
　その結果、固定アーク接触子２１と可動アーク接触子３１との間のアーク空間にアーク
が発生する。このアークは非常に高温であるため、アークから高温のガスが発生するとと
もに、アーク周辺の消弧性ガスも加熱され高温となる。
【０１０８】
　可動接触子部３の移動に伴い、シリンダ３４は駆動装置方向にピストン４２に接近する
ように移動する。これによりシリンダ３４およびピストン４２により構成された蓄圧室３
６は圧縮され、蓄圧室３６内の消弧性ガスが昇圧される。さらに、駆動装置９により可動
接触子部３が牽引され、蓄圧室３６の消弧性ガスが予め設定された圧力に昇圧されると、
蓄圧室３６の貫通孔３４ａから消弧性ガスが噴出される。
【０１０９】
　電力供給線７ａ、７ｂから供給された交流電流の電流零点では、固定アーク接触子２１
と可動アーク接触子３１間のアークが小さくなり、消弧性ガスが吹き付けられることによ
り消弧に至る。その結果、ガス遮断器１は、開路状態となり、電力供給線７ａ、７ｂに流
れる電流が遮断される。
【０１１０】
　蓄圧室３６の貫通孔３４ａから噴出された消弧性ガスは、絶縁ノズル３３と可動アーク
接触子３１との間に形成されるガス流路を通じ、非常に高温なアークに対して強力に吹き
付けられる。その後、吹き付けられた消弧性ガスは、アーク空間にて加熱されて高温にな
り、駆動装置方向の可動接触子部３側と開放端方向の固定接触子部２側へと排出される。
【０１１１】
　アーク空間、可動アーク接触子３１内部の空間、操作ロッド３５の中空部分は直列に連
通している。可動接触子部３側へ排出される高温となった消弧性ガスの一部は、アーク空
間から可動アーク接触子３１内部を通じて操作ロッド３５の中空部分へと流入する。
【０１１２】
　操作ロッド３５の中空部分は、連通穴を介してサポート４３の内部空間の一部と連通し
ている。また、サポート４３の内部空間の一部は、排気穴を通じて密閉容器８と連通して
いる。高温となった消弧性ガスの一部は、操作ロッド３５の中空部分、サポート４３を介
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して密閉容器８内に排気される。
【０１１３】
　一方、固定接触子部２側へ排出される高温となった消弧性ガスは、絶縁ノズル３３、通
気筒２４の内部を介して密閉容器８内に排出される。
【０１１４】
　アークに吹き付けられた消弧性ガスは、数千度の高温となり、固定アーク接触子２１と
可動アーク接触子３１との間のアーク空間から固定接触子部２内に高速で流入する。数千
度の高温となった消弧性ガスは、ガス種を構成する分子が解離状態となり、さらには電離
してプラズマ状態となる。解離状態、プラズマ状態となった消弧性ガスは、隔壁２６およ
び通気筒２４の内部を流路として、駆動装置方向から開放端方向に流れる。
【０１１５】
　通気筒２４の外周部分に設けられた昇圧室２７は、内径部分に隔壁２６を有し通気筒２
４と分離されている。昇圧室２７の隔壁２６には、連通孔２８が設けられ、通気筒２４お
よび昇圧室２７内の消弧性ガスは、連通孔２８を介し入出可能となっている。
【０１１６】
　アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスは、隔壁２６および通気筒２４の内部を
流路として、駆動装置方向から開放端方向に流れる。この隔壁２６および通気筒２４の内
部を流れる高温になった消弧性ガスは、高圧である。この高温、高圧の消弧性ガスの一部
は連通孔２８を介し、常温、常圧の消弧性ガスが蓄えられている昇圧室２７に流れ込み、
昇圧室２７内の常温、常圧であった消弧性ガスを昇圧する。
【０１１７】
　アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスは、隔壁２６および通気筒２４の内部を
流路として、駆動装置方向から開放端方向に流れるが、一定の時間経過後に、通気筒２４
の内部の消弧性ガスは、常圧に近くなる。すると、通気筒２４の内部の圧力が、昇圧室２
７内の圧力より低くなり、昇圧された昇圧室２７内の消弧性ガスが、連通孔２８を介し通
気筒２４の内部に噴き出す。
【０１１８】
　昇圧室２７内の消弧性ガスは、アークに吹き付けられ高温、高圧になった消弧性ガスに
より昇圧されるが、昇圧室２７内に一定の体積を有する常温の消弧性ガスが蓄積されてい
たため、高温にならない。昇圧室２７内に流入したアークに吹き付けられた消弧性ガスは
、高温であるが、温度の伝搬速度は圧力よりも遅いため、昇圧室２７内への温度の伝搬は
抑制され、昇圧室２７内の消弧性ガスの温度は低いまま保たれる。
【０１１９】
　昇圧され、昇圧室２７から連通孔２８を介し通気筒２４の内部に噴き出した消弧性ガス
は、十分低温であり、通気筒２４を介し、ガス遮断器１の内部を冷却する。
【０１２０】
　また、昇圧室２７から連通孔２８を介し通気筒２４の内部に噴き出した消弧性ガスは、
アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスのガス流に混合される。昇圧室２７に蓄え
られた消弧性ガスは常温であるため、アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスを冷
却する。
【０１２１】
　図２に、アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスの通気筒２４内の圧力分布を示
す。図２は、熱流体解析を行い、シミュレーションにて圧力分布を算出したものである。
図２に示すように、通気筒２４内の駆動装置方向側の１／２が、開放端方向側の１／２よ
り高圧である。また、図２に示すように、排気管２５の開放端方向側の有底部は、消弧性
ガスの折り返し部分となるため高圧となる。
【０１２２】
　したがって、円筒をなす通気筒２４の駆動装置方向の端部から開放端方向の端部までの
長さをＬ、通気筒２４の駆動装置方向の端部から連通孔２８までの距離をＤとした場合、
連通孔２８は、Ｄ＜Ｌ／２となる箇所に配置されることが望ましい。つまり、連通孔２８
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は、通気筒２４の長さの２分の１より第２の固定接触子部４の方向に設けられることが望
ましい。
【０１２３】
［１－３．効果］
（１）本実施形態によれば、第１の固定接触子部２は、アークに吹き付けられた消弧性ガ
スを排気する通気筒２４と、通気筒２４の外周部分に設けられた、消弧性ガスを溜める昇
圧室２７とを有し、昇圧室２７は、昇圧室２７の内径部分に隔壁２６と、隔壁２６に設け
られた連通孔２８を有し、連通孔２８は、通気筒２４の長さの２分の１より第２の固定接
触子部４の方向に設けられるので、アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスを迅速
に冷却し、電気絶縁性能を確保したガス遮断器を提供することができる。
【０１２４】
　また、アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスを迅速に冷却することができるの
で、通気筒２４を小型化することができ、その結果、ガス遮断器全体を小型化およびロー
コスト化することができる。
【０１２５】
　本実施形態によれば、通気筒２４内でアークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスが
迅速に冷却されるので、通気筒２４から排出される消弧性ガスの温度を低下させることが
できる。その結果、密閉容器８と課電部である固定接触子部２、４および可動接触子部３
の対地絶縁性能を確保し、絶縁破壊を防止することができる。
【０１２６】
（２）本実施形態によれば、通気筒２４内の空間を隔壁２６で区切り、昇圧室２７を構成
することができるので、通気筒２４の容積を増やすことなく、ガス遮断器１の小形化を図
ることができる。
【０１２７】
（３）本実施形態によれば、通気筒２４の駆動装置方向の端部から開放端方向の端部まで
の長さをＬ、通気筒２４の駆動装置方向の端部から連通孔２８までの距離をＤとした場合
、連通孔２８は、Ｄ＜Ｌ／２となる箇所に配置される。つまり、連通孔２８は、通気筒２
４の長さの２分の１より第２の固定接触子部４の方向に設けられるので、昇圧室２７内の
圧力を効率よく上昇させることができ、昇圧室２７内の低温の消弧性ガスを高速で通気筒
２４内に噴出させることができる。その結果、アークに吹き付けられ高温になった消弧性
ガス、ガス遮断器１の内部を効率よく冷却することができる。
【０１２８】
（４）本実施形態によれば、昇圧室２７の消弧性ガスと、通気筒２４内に流れる消弧性ガ
スのガス流との間に発生するする圧力差により、昇圧室２７の消弧性ガスを昇圧すること
ができるので、動力を用いた昇圧機構や冷却機構を用いることなく、アークに吹き付けら
れ高温になった消弧性ガスを冷却することができる。その結果、ガス遮断器全体を小型化
およびローコスト化することができる。
【０１２９】
［１－４．変形例］
（１）上記実施形態では、連通孔２８は、通気筒２４を周回するように隔壁２６に設けら
れた孔であるものとしたが、連通孔２８の形状はこれに限られない。図３に示すように、
連通孔２８は、隔壁２６に設けられた複数の孔により構成されるものであってもよい。
【０１３０】
　連通孔２８の複数の孔は、並列に設けられていてもよいし、互い違いに設けられていて
もよい。また、連通孔２８の複数の孔の形状は、円形、楕円形、多角形またはこれらの形
状の組合せであってもよい。連通孔２８の複数の孔の数は任意である。連通孔２８は、隔
壁２６の円筒をなす円周に、均等に設けられることが望ましい。
【０１３１】
　例えば、連通孔２８の複数の孔は、図３（ａ）に示すように、複数の楕円状の孔が並列
に設けられたものであってもよい。また、連通孔２８の複数の孔は、図３（ｂ）に示すよ



(16) JP 2019-91590 A 2019.6.13

10

20

30

40

50

うに、複数の円形の孔が互い違いに設けられたものであってもよい。さらに、連通孔２８
の複数の孔は、図３（ｃ）に示すように、複数の六角形状の孔がハニカム状に設けられた
ものであってもよい。
【０１３２】
　上記のように、連通孔２８が複数の孔により構成されることにより、連通孔２８を構成
する孔一つあたりの開口面積を小さくすることができる。その結果、アークに吹き付けら
れ高温になった消弧性ガスが、連通孔２８を介し昇圧室２７に流れ込むことを軽減するこ
とができ、昇圧室２７内の消弧性ガスが高温になることを避けることができる。
【０１３３】
［２．他の実施形態］
　変形例を含めた実施形態を説明したが、これらの実施形態は例として提示したものであ
って、発明の範囲を限定することを意図していない。これら実施形態は、その他の様々な
形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略や置き
換え、変更を行うことができる。これらの実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含
まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるものであ
る。以下は、その一例である。
【０１３４】
（１）上記実施形態に加え、図４に示すように昇圧室２７の外壁２７ａに噴出孔２９が設
けられるようにしてもよい。噴出孔２９は、昇圧室２７の外壁２７ａに設けられた複数の
穴である。噴出孔２９は、外壁２７ａの開放端方向に向けて外径が小さくなるテーパ部分
に設けられることが望ましい。
【０１３５】
　噴出孔２９の複数の孔の形状は、円形、楕円形、多角形またはこれらの形状の組合せで
あってもよい。噴出孔２９は、外壁２７ａの開放端方向に向けて外径が小さくなるテーパ
部分に、均等な円弧を描くように４個から１６個設けられることが望ましい。噴出孔２９
を介し、昇圧された昇圧室２７内の消弧性ガスが、通気筒２４の外部に噴き出す。
【０１３６】
　アークに吹き付けられ高温、高圧になった消弧性ガスは、隔壁２６および通気筒２４の
内部を流路として、駆動装置方向から開放端方向に流れる。この高温、高圧の消弧性ガス
の一部は連通孔２８を介し、常温、常圧の消弧性ガスが蓄えられている昇圧室２７に流れ
込み、昇圧室２７内の常温、常圧であった消弧性ガスを昇圧する。
【０１３７】
　一定以上昇圧された昇圧室２７の消弧性ガスは、通気筒２４の外部の消弧性ガスより高
圧であるため、噴出孔２９を介し通気筒２４の外部に噴き出す。
【０１３８】
　昇圧室２７内の消弧性ガスは、アークに吹き付けられ高温、高圧になった消弧性ガスに
より昇圧されるが、昇圧室２７内に一定の体積を有する常温の消弧性ガスが蓄積されてい
たため、高温にならない。昇圧室２７内の消弧性ガスは、十分低温である。
【０１３９】
　アークに吹き付けられ高温、高圧になった消弧性ガスは、通気筒２４の内部および排気
管２５をとおり、駆動装置方向の通気筒２４の外部に排気される。噴出孔２９を介し通気
筒２４の外部に噴き出した昇圧室２７内の消弧性ガスは、駆動装置方向の通気筒２４の外
部に排気されたアークに吹き付けられ高温、高圧になった消弧性ガスを冷却する。もしく
は、噴出孔２９を介し通気筒２４の外部に噴き出した昇圧室２７内の消弧性ガスは、密閉
容器８に放出され、ガス遮断器１の内部を冷却する。
【０１４０】
　円筒をなす通気筒２４の駆動装置方向の端部から開放端方向の端部までの長さをＬ、通
気筒２４の円筒周囲から噴出孔２９までの距離をＥとした場合、噴出孔２９は、Ｅ＜Ｌ／
２となる箇所に配置されることが望ましい。つまり、噴出孔２９は、通気筒２４の長さの
２分の１より通気筒２４の円筒周囲の方向に設けられることが望ましい。
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【０１４１】
　噴出孔２９が、通気筒２４の長さの２分の１より通気筒２４の円筒周囲の方向に設けら
れることにより、通気筒２４に近い箇所に昇圧室２７内の消弧性ガスを噴出させることが
でき、より効率的にアークに吹き付けられ高温、高圧になった消弧性ガスを冷却すること
ができる。
【０１４２】
　なお、上記実施形態と同様に、円筒をなす通気筒２４の駆動装置方向の端部から開放端
方向の端部までの長さをＬ、通気筒２４の駆動装置方向の端部から連通孔２８までの距離
をＤとした場合、連通孔２８は、Ｄ＜Ｌ／２となる箇所に配置されることが望ましい。つ
まり、連通孔２８は、通気筒２４の長さの２分の１より第２の固定接触子部４の方向に設
けられることが望ましい。
【０１４３】
　また、噴出孔２９の開口面積の総和は、連通孔２８の開口面積の総和以下であることが
望ましい。噴出孔２９の開口面積の総和を連通孔２８の開口面積の総和以下とすることで
、効率よく昇圧室２７内の消弧性ガスを昇圧することができる。
【０１４４】
　このように昇圧室２７は、昇圧室２７の外径部分に、通気筒２４の外周方向に消弧性ガ
スを噴出する噴出孔２９を有するので、より効率よくアークに吹き付けられ高温、高圧に
なった消弧性ガスを冷却することができる。その結果、消弧性ガスを冷却する効果を高め
ることができ、通気筒２４をよりコンパクトにすることができる。
【０１４５】
（２）上記実施形態では、通気筒２４は単一の内側の断面積を有するものとしたが、通気
筒２４は、開放端方向側の端部と駆動装置方向側の端部の内側の断面積が異なるものであ
ってもよい。
【０１４６】
　筒状の通気筒２４の内側の断面積を、消弧性ガスのガス流の上流側より下流側を大きく
することにより、アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスのガス流が加速される。
その結果、アークに吹き付けられ高温になった消弧性ガスが、迅速に排気される。
【０１４７】
（３）上記実施形態では、消弧性ガスとしてＳＦ６ガスを用いるものとしたが、ＳＦ６ガ
スに代替し、地球温暖化係数が小さいＣＯ２、Ｎ２、Ｏ２、ＣＦ４またはこれらのガスを
混合させたガスを消弧性ガスとして用いるものとしてもよい。これらのガスは、地球温暖
化係数が小さく、地球温暖化の軽減に寄与することができる。
【符号の説明】
【０１４８】
１・・・ガス遮断器
２，４・・・固定接触子部
３・・・可動接触子部
７ａ，７ｂ・・・電力供給線
８・・・密閉容器
９・・・駆動装置
２１・・・固定アーク接触子
２２・・・固定通電接触子
２４・・・通気筒
２５・・・排気管
２６・・・隔壁
２７・・・昇圧室
２７ａ・・・外壁
２８・・・連通孔
２９・・・噴出孔
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３１・・・可動アーク接触子
３２・・・可動通電接触子
３３・・・絶縁ノズル
３４・・・シリンダ
３４ａ・・・貫通孔
３５・・・操作ロッド
３６・・・蓄圧室
３７・・・絶縁ロッド
４１・・・通電接触子
４２・・・ピストン
４２ａ・・・ピストン支え
４３・・・サポート

【図１】 【図２】
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